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「
全
国
旅
行
支
援
」
が
年
明
け
か
ら
再
開
さ
れ

た
。
３
月
末
ま
で
の
期
限
の
た
め
、
今
号
が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
昨
年
末
ま
で
の
支
援
制
度
と
比

べ
る
と
割
引
率
や
ク
ー
ポ
ン
の
額
は
減
っ
て

い
る
も
の
の
、
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
宿
泊
利

用
が
お
得
に
で
き
る
の
で
あ
る
。
■
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
、
年
に
数
回
旅
行
に
出
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
友
人
た
ち
と
ス
キ
ー
を
片
手
に

北
海
道
や
蔵
王
へ
、
応
援
し
て
い
る
某
球
団
の

春
季
キ
ャ
ン
プ
の
見
学
を
兼
ね
て
沖
縄
へ
、
好

き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
兼
ね

て
長
野
へ
な
ど
、
全
国
の
あ
ち
こ
ち
へ
よ
く
出

か
け
て
い
た
が

47

都
道
府
県
の
う
ち
の
半

分
も
行
け
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
飛
行

機
好
き
が
高
じ
て
、
マ
イ
ル
を
貯
め
る
の
に
わ

ざ
わ
ざ
飛
行
機
で
東
京
ま
で
行
っ
た
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
ち
な
み
に
海
外
へ
は
、
会
社
の
社

員
旅
行
で
グ
ア
ム
・
台
湾
・
バ
リ
島
へ
行
っ
た

が
、
海
外
旅
行
は
国
内
旅
行
と
は
ま
た
違
っ
た

意
味
で
楽
し
め
た
。
■
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍

で
な
か
な
か
旅
行
に
出
る
こ
と
が
億
劫
に
な

っ
て
い
た
が
、
い
つ
ま
で
も
待
っ
て
い
る
わ
け

に
も
い
か
ず
、
思
い
切
っ
て
昨
年
夏
両
親
と
伊

勢
・
鳥
羽
へ
家
族
旅
行
に
出
か
け
た
。
家
族
で

出
か
け
る
の
は
コ
ロ
ナ
前
の
城
崎
温
泉
以
来

で
、
美
味
し
い
お
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
日
頃

の
疲
れ
を
温
泉
で
癒
し
、
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
修
学
旅
行

以
来
に
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
し
ピ
ン
と
張
り
つ

め
た
空
気
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
２
日
間
の
旅
を

終
え
た
。
■
春
に
な
り
、
気
候
も
暖
か
く
な
る

と
ど
こ
か
に
行
き
た
く
な
る
気
分
が
高
ま
る
。

次
の
家
族
旅
行
の
行
き
先
を
両
親
と
模
索
中

の
日
々
。
父
も
若
い
こ
ろ
か
ら
旅
好
き
な
の

で
、
こ
こ
は
何
が
お
す
す
め
か
、
こ
こ
へ
行
く

と
何
が
楽
し
め
る
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
知
恵

を
出
し
て
く
れ
る
。
旅
に
出
る
ま
で
の
こ
の
時

間
と
旅
先
で
の
ひ
と
と
き
が
、
私
に
と
っ
て
の

旅
行
の
一
番
の
醍
醐
味
な
の
で
あ
る
。
（
え
） 

 

おめでとう、２０歳 

東近江市成人式 2023 年１月８日 

 大人の仲間入りを
して、改めて自分の行
動に責任を持てるよ
うな立派な大人にな
りたいです。また、今
までお世話になった
方々に恩返しをして
いきたいです。 

 計り知れない程多くの
方々に支えられて成人の
日を迎えられたこと深く
感謝いたします。浪人と
いう困難な時期を乗り越
え、今、大学で工学を学
びつつ、アメフト部に所
属しています。共に高い
目標を掲げ、日々奮励努
力したいと思います。 

堀江心愛さん（山上） 

坂田遥暉さん（山上） 

 20 歳の門出を祝う東近江市成人式が、

1 月 8 日、八日市文化芸術会館で行われま

した。式典後は、恒例の大凧揚げが行われ、

「ウキウキワクワク」今年の干支、ウサギ

を描いた凧が大空に舞い上がりました。 

 イベントに関わった成人式実行委員の

皆さんからメッセージをいただきました。 

 気づけば 20 歳。この 20
年間こんなにも早く感じた
のは、一番近くで愛を注ぎ大
切に育ててくれた両親、どん
な時もそばにいてくれた友
だち、しっかりと導いて下さ
った先生方、本当に周りの
方々に恵まれている証しだ
と感じています。ひとりひと
りの出会いを大切に感謝の
気持ちを忘れず、一人前の大
人になれるよう頑張ります。 

栗田知歩さん（山上） 

辰巳恵理さん（山上） 

 無事成人を迎えること
ができ、とても嬉しく思
います。今まで育ててく
れた両親や家族、関わっ
てくださった方々に感謝
し、少しでも恩返しでき
るよう頑張りたいです。
また、自分の発言や行動
に責任持てる大人になり
たいと思います。 

 成人を迎え、私は家
族・親友に感謝を伝えた
いです。私がここまで心
も身体も健康に成長でき
たのは、どんなときも傍
で支え見守ってくれた家
族、苦楽を共にしてくれ
た親友が居たからです。
ありがとう。これからも
お願いします！ 岡田乃愛さん（山上） 



 

 

  

  

こんにちは保健師です ⑮ 
肩こりをやわらげる体操 

 健康についての悩みのひと 

つに「肩こり」があります。 

今回と次回は「肩こり解消に 

効く体操」を紹介します。 

 

①両肩を大きく回す 

 

 

 

 

 

 

②頭の後ろで片方の腕をもう片方でつか

み斜下に引っ張る 

 

 

 

 

 

 

 

③頭の後ろで両手を組み肘を後ろに引っ

張り肩甲骨を引き寄せる 

 

甲津畑町にある日本ラチーノ学院の卒業式が、 

１２月１０日にコミュニティセンターで行われ、幼

稚部９人、中学部１６人、高等部１９人が卒業され

ました。ベッカ(beca)と呼ばれる卒業式用の制服と

角帽姿の卒業生は、保護者にエスコートされて入場

し、壇上では、お世話になった教員にハグ（抱擁）

をして感謝の気持ちを伝えた後、カミムラ学院長か

ら卒業証書を受け取りました。高等部の卒業生は、

「粉雪」を日本語で歌った後、恒例の角帽投げをし

てお互いをたたえあい卒業を喜んでいました。ま

た、式後はラチーノ学院体育館で卒業パーティーを

夜まで楽しんでいました。 

 

家族でレクとコンサート 
ひと足早いクリスマスを楽しむ 

 
 

愛知川清流会がアユの煮付けを 
ひとり暮らしの方へ、おとどけ 

角帽投げて卒業祝う 
ラチーノ学院で卒業式 

 12 月 17 日、ファミレク永源寺＆Xmas コンサ

ートがコミュニティセンターで行われました。ファ

ミリーレクリエーションは、溝江透さんによるゲー

ムと折り紙を使ったクリスマス用デコレーション

の作成が行われました。基本的な作り方は溝江さん

のアドバイスで進められ、仕上がりが見えてくると

子どもたちのアイデアを盛り込み、オリジナルのデ

コレーションを完成されました。 

 Xmas コンサートは二胡＆ギターユニット、ケー

ルさんによる Xmasソングメドレーを楽しまれ、そ

のあと珍しい楽器「ライアー」の演奏を体験。最後

に参加者全員で「きらきらぼし」を演奏され、一足

早いクリスマスを楽しく過ごされました。 

 

など肉眼で見える星座を指さし 
しながら辿っていました。 
 また、参加者は順番に木星と 

1 月 28 日、地域の歴史再発見講座がコミュニテ

ィセンターで行われました。テーマは「新聞から見

る永源寺のまちづくりの歩み」で、元永源寺町史の

編さんを担当されていた西村和恭さんは、明治・大

正・昭和の新聞で取り上げられた地域の話題を話さ

れました。この時代を通じて、永源寺の紅葉が関西

一と宣伝されていたことや、政所茶の玉露が高値で

売られていたこと、愛知川のアユは京都の料亭に出

されるほど有名で、釣り客も日に 7,000 人で賑わ

ったことなど懐かしい話がありました。また、湖南

鉄道の山上までの延伸計画や東海道本線付け替えの

計画など、実現していれば大きく変わっていただろ

うと思う興味深い話もありました。 

 

 

 

江戸時代、近江商人の活躍によっ
て、滋賀の野菜や食文化が全国に伝
わっていきました。そんな、滋賀を中
心とした野菜にまつわる文化と歴史
を紹介しています。 
第４章「コンニャク芋とこんにゃく」で
は永源寺のこんにゃくも登場しま
す。 
※永源寺図書館には所蔵がありません。お
取り寄せします。お声がけください。 

『近江を中心とした伝統野菜文化史』  
 

            佐藤茂／著  養賢堂 

管理責任が不明確、補修するお金の
出所がない……などなど、日本の登
山道はさまざまなトラブルを抱えて
います。この状況を改善するために
「登山道法」の制定を目指す有志が、
現況と課題をまとめました。第２章
「各地の事例に見る登山道の状況」
では、花の山として知られる藤原岳
の登山道に関するレポートが掲載さ
れています。 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

永源寺に鉄道が通ったかも？ 
地域の歴史再発見講座 

 愛知川清流会では 12月 28 日、朝から約 5時間

をかけアユの煮付けを行いました。 

 今年は、愛知川への遡上天然アユが見られなかっ

たことから、愛知川の川尻のエリで捕えた小ぶりの

アユ 35kgを能登川漁協から提供していただき、昔

ながらの炊き方で今年も美味しく煮付けられまし

た。この日出来上がった 120 パックのアユの煮付

けは、30 日に永源寺福祉の会や民生委員の皆さん

により、地区内の 75 歳以上のひとり暮らしの方々

にお配りしていただき、「たいへん美味しかった」

などの喜びの声をいただいています。（愛知川清流

会から情報提供） 

『これでいいのか登山道』  
 

      登山道法研究会／著  山と渓谷社 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

完成した県道甲津畑山上線 
ドローン撮影：kazu style 川嵜一路 

 

県
道
甲
津
畑
山
上
線
の
未
改
良
部
分

で
あ
っ
た
一
部
区
間
の
拡
幅
改
良
工
事

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
山
上
新
田
か
ら

甲
津
畑
ま
で
の
全
区
間
に
お
い
て
２
車

線
の
道
路
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
改
修
さ
れ
た
の
は
、
和
南
町
地

先
の
県
道
相
谷
原
杣
線
と
の
交
差
点
改

良
も
含
め
延
長
約
４
８
０
ｍ
で
、
事
業

費
は
約
１
億
８
０
０
０
万
円
。 

                             

ｋｅｎｃｕｉｋｕ ｋｏｕｂｏｕ ｓａｋｏｎ    建築工房左近   

木造建築・新築・増改築・リフォーム・塗装・エクステリア・水回り / 何でもご相談ください。 

〒527－0232 滋賀県東近江市青野町 4679 

ＴＥＬ・ＦＡＸ  0748-27-0519 ＩＰ 050-5801-4685 

代表者 左近堅一 

100 号記念誌販売中 
上下 2 巻で 5,000 円 
 永源寺地区まちづくり協議会が発行して

いる情報紙『ｅ-NET6500』の 100 号記

念誌上下巻を販売しています。 

 合併した平成 17 年から令和４年までの

17 年間の永源寺地 

区のまちづくりの記 

録集でもあります。 

 上下巻で 5,000 円 

です。ご希望の方は、 

永源寺地区まちづくり 

協議会までお申し込みください。 

 

  

 

 

木地師のふるさと 
アーカイブ・プロジェクト 
 

 

東
近
江
市
に
は
、
永
源
寺
町
時
代
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
や
購
入
し
た
木
地

製
品
、
木
地
師
に
関
す
る
資
料
、
道
具

な
ど
、
１
２
８
０
点
が
あ
り
ま
す
。 

 

木
地
師
の
ふ
る
さ
と
ア
ー
カ
イ
ブ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料

を
国
の
民
俗
文
化
財
登
録
を
目
指
し

て
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
、
市
が
募
集

し
て
応
募
の
あ
っ
た
20
人
程
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
ス
タ
ー
ト
。 

 
 

 
 

 
 

 
毎
月
２
回
の
ぺ―

ス 

 
 

 
 

 
 

で
、
木
地
師
の
作
品
一 

 
 

 
 

 
 

品
一
品
を
サ
イ
ズ
の
計 

 
 

 
 

 
 

測
、
イ
ラ
ス
ト
作
成
、 

 
 

 
 

 
 

各
方
向
か
ら
の
写
真
撮 

 
 

 
 

 
 

影
、
そ
し
て
正
確
な
製 

 
 

 
 

 
 

図
を
作
成
し
台
帳
づ
く 

 
 

 
 

 
 

り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し 

 
 

 
 

 
 

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

作
業
の
合
間
に
は
、

木
地
師
文
化
を
伝
え
よ
う
と
い
ろ

ん
な
施
設
で
展
示
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
写
真
は
市
役
所
ロ
ビ
ー
で

の
展
示
の
よ
う
す 

 

■
寸
法
を
計
測
す
る 

■
参
加
者
で
意
見
交
換 

■
写
真
撮
影
す
る 

■
ス
ケ
ッ
チ
（
製
図
）
す
る 

指
導
役
の
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
の
須

藤
護
さ
ん
か
ら
探
究
心
を
く
す
ぐ
る

講
話
や
、
参
加
者
同
志
で
発
表
し
あ
う

時
間
も
あ
り
、
作
業
だ
け
で
な
く
楽
し

く
木
地
師
文
化
を
学
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。 

 

最
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
高
田
清

さ
ん
（
大
清
水
町
）
は
、「
今
は
10
人

ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
、
細
か
い
作
業
が

続
き
ま
す
が
、
木
地
師
文
化
を
学
び
楽

し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
け

し
だ
け
で
も
２
０
０
点
余
り
あ
り
、
系

統
ご
と
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
こ
れ
ら
木
地
製
品
や
資
料
、

道
具
な
ど
を
適
正
に
保
管
し
、
機
会
あ

る
ご
と
に
展
示
、
活
用
す
る
こ
と
で
、

木
地
師
文
化
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

阿野祐也さん(33)  

箕川町 
 祖父母が残してくれた古民家で、過疎

が進む箕川町を盛り上げ、地域の存続に

つなげたいと、仕出し弁当店「カネカ」

をオープン。 

TEL 090-9692-0955 

 ご縁があって永源寺地域でお店を開業し、

自分の夢に向かって頑張っておられる若い2

組の方に、お話を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

灰谷   剣 さん(27) 

   真理子さん(29) 

永源寺相谷町 
 剣さんの実家近くにある築約 300 年

の古民家で、観光客や地元の人たちの憩

いの場になればと地場産の食材を使った

飲食店「ゐ処」を昨年 10月オープン。 

TEL 070-3268-3515 

 

 

祖
父
母
の
暮
ら
し
て
い
た
家
は
父
の
実

家
で
す
。
わ
た
し
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
八

日
市
。
で
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
お
盆
に
帰

省
し
、
川
遊
び
を
し
た
思
い
出
が
強
く
残
り

ま
す
。 

 

大
学
を
卒
業
し
て
飲
食
店
で
働
い
て
い

た
こ
ろ
、
料
理
に
興
味
が
わ
き
、
「
全
国
各

地
の
料
理
を
学
び
た
い
」
と
思
い
、
店
を
辞

め
て
沖
縄
で
料
理
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て

自
分
で
店
を
持
ち
た
い
と
思
い
、
計
画
は
進

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
で
諦
め
、
知
り
合
い
の
紹
介
で
小

学
校
の
支
援
員
と
し
て
１
年
ほ
ど
働
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
料
理
を
つ
く
る
こ
と
へ
の

気
持
ち
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
。
今
、
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
た
と

き
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
山
や
川
で
遊
ん
だ
父

の
実
家
箕
川
の
風
景
や
、
空
き
家
に
な
っ
て

い
た
祖
父
母
の
家
を
思
い
だ
し
、
こ
こ
で
お

弁
当
屋
さ
ん
を
開
業
し
よ
う
と
決
め
ま
し

た
。 

 

今
は
、
毎
朝
６
時
に
は
起
床
し
、
約
20
個

の
弁
当
を
つ
く
り
、
販
売
店
に
納
め
て
い
ま

す
。
現
在
は
市
役
所
内
の
売
店
や
、
道
の
駅

の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
奥
永
源

寺
渓
流
の
里
で
の
販
売
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

店
舗
で
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

販
売
は
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
ま
せ
ん
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

直
接
注
文
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

て
く
だ
さ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

方
へ
の
配
達 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
行
っ
て
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
す
。
お
弁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

当
の
内
容
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ど
は
相
談
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

応
じ
て
い
ま 

 
 

す
。 

 

こ
だ
わ
り
は
、
お
出
汁
を
使
っ
た
料
理

で
す
。
素
材
の
良
さ
を
引
き
出
す
よ
う
煮

物
や
炊
き
込
み
ご
飯
は
、
自
家
製
の
出
汁

を
引
い
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

材
は
、
で
き
る
限
り
季
節
の
地
元
産
を
使

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

箕
川
町
は
、
何
も
せ
ず
放
っ
て
お
け
ば

廃
村
と
い
う
危
機
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
地

域
を
守
り
、
盛
り
上
げ
る
た
め
に
力
に
な

り
た
い
と
思
い
、
こ
の
地
で
開
業
し
ま
し

た
。
父
も
定
年
退
職
し
、
地
元
の
銘
茶
「
政

所
茶
」
の
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

父
と
一
緒
に
自
家
茶
園
の
手
入
れ
も
始
め

ま
し
た
。 

 

将
来
、
こ
の
地
に
訪
れ
る
人
が
増
え
、

こ
の
地
で
雇
用
が
生
ま
れ
、
移
住
者
も
増

え
て
く
る
。
そ
ん
な
地
域
に
な
る
よ
う
、

父
と
協
力
し
な
が
ら
、
カ
ネ
カ
を
大
き
く

し
て
い
く
こ
と
を
夢
み
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

 

二
人
と
も
自
然
が
大
好
き
で
、
共
通
の
趣

味
で
あ
る
登
山
で
知
り
合
い
結
婚
し
ま
し

た
。
わ
た
し
の
出
身
は
東
京
で
す
が
、
長
野

県
の
八
ヶ
岳
や
小
笠
原
諸
島
で
料
理
人
と

し
て
働
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
海
や
山
が

近
く
に
あ
る
と
こ
ろ
に
住
ん
で
、
「
い
つ
か

は
お
店
を
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
と
き
、
夫
の
両
親
か
ら
実
家
近

く
に
築
３
０
０
年
の
古
民
家
が
あ
る
と
紹

介
さ
れ
、
夫
の
後
押
し
も
あ
り
、
開
業
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

店
内
は
、
厨
房
に
近
い
土
間
に
カ
ウ
ン
タ

ー
席
を
７
席
設
け
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に
近

い
と
こ
ろ
で
作
っ
て
、
食
べ
て
く
だ
さ
る
様

子
が
見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
厨
房
に
こ

も
っ
て
い
て
は
、
お
客
さ
ん
の
反
応
が
分
か

ら
な
い
か
ら
で
す
。 

 

和
室
の
部
屋
は
、
こ
た
つ
や
座
布
団
、
椅

子
を
置
い
て
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
愛
読
書
を
た
く
さ
ん
置
い
て

い
ま
す
の
で
、
飲
み
物
や
デ
ザ
ー
ト
を
味
わ

い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。 

 

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
主
に
地
域
に
あ
る

季
節
の
農
産
物
を
中
心
と
し
た
週
替
わ
り

の
定
食
で
す
。
特
に
和
・
洋
・
中
の
こ
だ
わ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
は
あ
り
ま
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ん
。
そ
の
日
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

気
候
や
食
材
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
っ
て
献
立
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

決
ま
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
家
製
の
レ
モ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ン
グ
ラ
ス
の
ハ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ー
ブ
テ
ィ
、
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

元
の
生
姜
・
梅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
使
っ
た
飲
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

物
や
季
節
の
デ

ザ
ー
ト
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。 

 

お
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
お
し
ゃ
れ
で

ハ
レ
の
日
に
食
べ
る
ご
馳
走
で
は
な
く
、

毎
日
食
べ
て
も
飽
き
の
こ
な
い
料
理
を
気

軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
地
域
の
こ
と
は
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
近
所
の
皆
さ
ん
が
ふ
ら
っ
と

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り
と
飲

み
物
を
味
わ
い
な
が
ら
、
お
話
を
し
て
過

ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
身
構
え
な
い

で
来
て
も
ら
え
る
お
店
を
長
く
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

休
日
に
は
夫
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま

す
。
同
世
代
の
方
が
永
源
寺
で
起
業
し
よ

う
と
さ
れ
て
い
る
話
を
聞
き
、
い
ろ
ん
な

人
が
近
く
に
い
る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
も
繋
が
り
ま
す
。
そ
う
し
た
人

た
ち
と
仲
間
の
輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
と

夫
と
話
し
て
い
ま
す
。 


